
子ども会での事例

大阪市「NPOからの公募提案型委託事業」

「子どもがつくる安全マップと危機意識」

（2006年11月26日 10:00～15:00）

実施場所 ：大阪市東住吉区子ども会

ＮＰＯハートフレンド協力

実施対象者：大阪市東住吉区小学生

2～5年生 21名 ５班編成

装置 :ＧＰＳ携帯電話５台、パソコン１台

実施ヶ所：全５ヶ所（学校・自治会・子ども会・他）
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１はん

２はん

３はん

４はん
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各班担当エリア



携帯電話での入力項目



全体での危ない場所の例（実際に足を骨折した）



人がいないね・・



この川、深いよ！



こんなところにきれいな花がありました



１班の収集ポイント

ふしぎなあみ



１班の収集したデータ



２班の収集ポイント

昼間でもあぶなそう



２班の収集データ



３班の収集ポイント

おっとあぶない



３班の収集データ



４班の収集ポイント

人がまったくいなくて
こわい



４班の収集データ



５班の収集ポイント

くるまじこちゅうい！



５班の収集データ



全体での危ない場所の例（袋小路）



全体での危ない場所の例（ごみが放置）



全体でのすてきな場所（花がかわいい）



従来から危険予知トレーニング（モデル教材利用）に
よる安全教育を継続している。

今後は位置情報・地理情報技術を活用したリアルタイム
データ取得手法をマニュアル化して地域のジュニアリー
ダを育成していくことを目標に誰でも、簡便に指導できる
現実的な自然観察を通じた安全教育を継続していく仕組
みをつくること。

今後の進め方


